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　2015（平成27）年の農家戸数は、8,212戸で県全体の約18.3％を占めています。2000（平成12）年からの15年間で3,330戸減少
していますが、減少率は県全体より幾分緩やかになっています。
　農業就業人口も15年間で7,776人減少し、特に65歳未満の減少が著しく、今後も高齢化の進行が見込まれます。（表３）

農業就業人口の推移

　観光入込客数の推移を見ると、2002（平成14）年12月の東北新幹線八戸駅開業を契機として急激に増加しました。東日本大震
災の影響により一時的に落ち込んだものの、現在は上昇傾向にあります。（図５）

観光入込客数

　製造品出荷額等は、2008（平成20）年９月のリーマンショックによる急激な経済情勢の変化、2011（平成23）年３月に発生した東日本
大震災により落ち込んだ後、回復基調にはありますが、粗付加価値額は、まだ震災以前の水準まで回復していない状況です。（図４）

製造品出荷額等

　八戸地域の主な死因の順位は、2012（平成24）年以降、第１位は悪性新生物、第２位は心疾患、第３位は脳血管疾患で、全死因
に占める三大死因の割合は約５割を占めています。（図６）

主要死因死亡率の年次推移

※2010（H22）年以降は統計手法の変更により、それ以前と単純比較できない。　※2011（H23）年は対象施設を増やしたことが入込数の増加要因となっている。

資料：県健康福祉部「保健統計年報」　　※八戸地域の構成市町村は、八戸市、おいらせ町、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村である。

農業就業人口(人)

11.8%
12.9%
10.0%
10.5%
7.2%
8.5%
7.2%
8.0%

15～39歳

42.2%
44.6%
38.7%
40.9%
37.9%
40.1%
35.0%
37.5%

40～64歳県 三八地域県 三八地域

45.9%
42.5%
51.3%
48.6%
54.9%
51.3%
57.8%
54.5%

65歳以上

農業就業者の年齢構成 (％)農家戸数 (人)
年次

2000（平成12）年

2005（平成17）年

2010（平成22）年

2015（平成27）年

70,301  

61,644  

54,210  

11,542  

10,546  

9,598  

44,781  
　▲36.3%

8,212  
▲28.9%
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80,483  

18,245  

15,810  

13,059  

64,746  
▲40.9%

10,469  
▲42.6%

資料：農林水産省「世界農林業センサス」及び「農林業センサス」

※上段：三八、下段：県

資料:県企画政策部「工業統計調査」、経済産業省「経済センサス・活動調査」
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資料：県観光国際戦略局「青森県観光入込客統計」

　2015（平成27）年の就業人口は14万2,434人となっており、県全体の22.8％を占めています。内訳を見ると、「卸売業、小売業」の
割合が最も高く、次いで、「その他サービス業」、「製造業」の割合が高くなっています。
　県全体と比べると「製造業」や「卸売業、小売業」の割合が高く、「農業、林業」の割合が低くなっています。（図３）

就業人口構成
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表３  農業就業人口の推移
図３ 地域の就業人口構成

図４ 三八地域の産業別製造品出荷額等、粗付加価値額の推移

図５ 三八地域の観光入込客数の推移

図６ 八戸地域主要死因死亡率の推移
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資料:総務省「平成27年国勢調査」
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　安全・安心、高品質で多彩な農林水産物の生
産を基盤として、食品製造業の集積の高さを生か
した農商工連携などにより農林水産資源の付加
価値を高めるとともに、農山漁村の維持・発展に
貢献する人財・経営体の育成、確保を推進します。

農林水産資源の高付加価値化と
人財・経営体の育成

❶安全・安心な農林水産物の安定生産

❷磯根資源の育成と資源管理型漁業の
推進

❸豊かな食文化を生かした地産地消の
推進

❹農林水産物の高品質化やＩＣＴなどを
活用した積極的な情報発信などによ
るブランド力の向上と販売力の強化

❺農林水産資源の高付加価値化と農商
工等の連携による６次産業化の取組
拡大

❻農山漁村の社会を支える人財・地域
経営体など担い手の育成

主な取組

2

　産業基盤、製造業の集積と高い技術力、教育・
研究機関や産業支援機関の充実、インフラが整
備された国際物流拠点といったポテンシャルを
生かし、産学官金連携など地域が一体となって、
地域企業の経営力強化や、企業間連携、新たな
成長分野への参入といった三八地域ものづくり
産業の活性化に向けた取組を推進します。
　また、地域特性を生かした多様な再生可能エ
ネルギーの高度利用や新規企業の参入など、エ
ネルギー分野での先進的取組を生かした関連ビ
ジネスを推進します。

ものづくり産業の活性化と
エネルギー関連産業の振興

❶地域企業のマーケティング力向上や
企業間の連携等による受注機会の拡
大及び海外を含む地域外への販路開
拓の促進

❷新商品・新技術の開発、地域の技術
や資源を生かした新たな成長分野へ
の参入促進

❸ＡＩやＩｏＴの活用などによる地域企
業の生産性向上の取組の促進

❹地域経済の活性化を支えるものづく
り関係者などによるネットワーク形成
と一体的取組の推進

❺地域産業を担う多彩な人財の確保・
育成・定着と、ものづくり分野などの
創業・起業の促進

❻太陽光、バイオマスなど多様な再生
可能エネルギーの導入促進や熱エネ
ルギー等の利活用、エネルギーの地
産地消の取組の推進

❼高等教育機関との連携によるエネル
ギー分野における人財の育成

主な取組

1

　ＤＭＯの設立を契機とする競争力の高い魅力
ある観光地域づくりや行ってみたくなるエリアの
イメージ確立、国内外からの誘客強化に取り組み、
交流人口や観光消費額の拡大を推進します。

広域観光の更なる推進
❶ＤＭＯの設立による広域観光推進体
制の充実と連携の強化

❷マーケットと三八地域の観光資源の
特徴を踏まえた独自の価値を体験
できる観光の推進

❸ターゲットに届く情報発信の強化

❹インバウンド対応やホスピタリティ
の向上、観光施設・観光案内・交通
アクセスなどの受入態勢の充実

❺グリーン・ツーリズムやブルー・ツー
リズム※、産業観光、豊かな食を生
かした観光、地域の暮らしや文化、
風土に密着したテーマ観光などによ
る国内外からの誘客促進

※ブルー・ツーリズム：漁村などに滞在し、漁業体験などを通じて地域の魅力にふれることを目的とした旅行スタイルのことです。

主な取組

3

　地域住民一人ひとりのヘルスリテラシー（健や
か力）向上と生活習慣病予防に向けた環境づくり
を推進し、壮年期死亡の減少と健康寿命の延伸
をめざします。
　また、保健・医療・福祉の体制の充実や生活機
能の維持・確保、多様な担い手の確保・育成に取
り組むことにより、「青森県型地域共生社会」づく
りを進めます。

健康、長寿で、生き生きと
安心して暮らせる地域づくり

❶住民の健康的な生活習慣の定着に向
けた普及啓発と環境づくりの推進

❷多様な担い手による介護予防や生活支
援サービス等の提供体制整備の促進

❸「青森県型地域共生社会」の実現に向
けた多様な担い手の確保・育成と生
活機能の維持・確保に向けた仕組み
づくり

❹地域づくりを担う人財の育成・活躍
の促進や地域住民が互いに支え合う
地域づくりの推進

主な取組

4

3.今後５年間の取組の基本方針と主な取組
地域別計 画

126 127

三 八 地 域

第
4
章

地
域
別
計
画

第
4
章

地
域
別
計
画


